
■北海学園大が１回戦敗退。全日本大学選手権

全日本大学アメリカンフットボール選手権の１回戦が１１月９日、岐阜市の長良川競技
メドウほかで行われ、北海道代表の北海学園大は０－６４で東海地区代表の中京大に敗れ
た。２００９年から始まった同選手権で、北海道代表の初白星はまたも持ち越しとなっ
た。

２０２１年大会以来３年ぶり３回目の全日本挑戦となった北海学園大。北海道学生選手
権を５戦全勝で制した多彩な攻撃と手堅い守備で初戦突破の期待がかかったが、試合は終
始、中京大に主導権を握られる展開となった。

第１Ｑ３分、キックオフリターンからの中京大の最初のドライブで先制の１８ヤードＴ
Ｄランを許すと、同７分には２２ヤードＱＢキープで追加点を奪われて０－１４。続く
キックオフリターンで北海学園大がファンブルすると、攻撃権を得た中京大に３６ヤード
ＴＤパスを決められて０－２１。同１１分には、インターセプトで攻撃権をつかんだ中京
大に１６ヤードパスＴＤを追加され、第１Ｑだけで０－２８とリードされた。第２Ｑも２
ＴＤとＦＧを決められ、前半を０－４５で折り返した。第３Ｑも中京大の３番手ＲＢにＴ
Ｄランを許して０－５１、第４Ｑもパスとランで２ＴＤを追加されて０－６４とされた。
警戒していた中京大の平均１８４・４センチ、１００・８キロの攻撃ラインに力負けし、
大量失点につながった。

北海学園大は第１ＱにＱＢ成田滉佑（３年、札幌白石高）のキープとＱＢ成田滉からＲ
Ｂ高杉武生（４年、浦河高）へのパス、第２ＱにはＱＢ成田滉からＷＲ五十嵐勇星（１
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年、札幌啓成高）へのパスで２回、第４ＱにＱＢ成田滉からＲＢ高杉へのパスとＱＢ成田
滉のランで第１ダウンを更新したが、要所でパスインターセプトやファンブルなどミスが
相次ぎ、自慢の攻撃力を生かせなかった。守備チームも主将のＯＬ/ＤＬ成田陽斗
（４年、東京・隅田川高）がロスタックルを浴びせ、第３Ｑ９分にＤＬとＬＢ陣が中京
大の第４ダウンギャンブルのランを止めた。第４Ｑ７分にはＤＢ柴田一世（４年、札幌
白石高）がインターセプト、終了間際の同１１分にはＷＲ加藤真之助（３年、札幌藻岩
高）の３４ヤードキックオフリターンで自陣４４ヤードまで運んだが、後が続かなかっ
た。

高木幸樹ＨＣは「完敗。予想を上回ってやられた。ラインはプレースピードの差が出
た。克服するには、北海道で勝ち続け、毎年この舞台に出てくることが必要だ」と巻き返
しを誓った。ロスタックルでチームを鼓舞した主将のＯＬ/ＤＬ成田陽は「キャプテンと
してもっとこういうプレーをしなければいけなかった」と悔しがり、守備リーダーのＬＢ
池原響生（４年、伊達緑丘高）は「ＲＢとの１対１も相手が強かった。北海道にないレベ
ルだった」と全国との差を実感。インターセプトのＤＢ柴田も「意地のインターセプト
だった。後輩には来年、東海代表を破って次のステップに進んでほしい」と託した。

３年生選手たちは「来年、またこの舞台に戻ってくる」（ＱＢ成田滉）、「来年は自分
が引っ張り、この舞台で印象に残るプレーをする」（ＷＲ八乙女凌太郞）、「絶対にここ
に戻り、キックリターンから圧倒したい」（ＷＲ加藤）、「全国のレベルを知った。来年
はもっと強くなる」（ＬＢ欅田裕丈）と雪辱を誓っていた。（広報委員　塚田博）
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